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理科学習指導案 

日  時 

学 校 名 

展開学級 

展開場所 

授 業 者 

１ 研究主題 

（１）市教研理科部会の研究主題 

  小中合同テーマ 主体的に問題を解決できる資質・能力を育む理科学習 

（２）授業校理科部会の研究主題 

  理科の観察・実験を通して、見通しを持ち、科学的に探求しようとする生徒の育成 

 

２ 単元名 

  単元３「身近な物理現象」 １章「光の性質」 （理科の世界１ 大日本図書） 

 

３ 単元について 

（１）学習者（生徒）について 

  ア 既習事項の取得状況（小学校の学習との関連） 

小学校では、第３学年で、日光は直進し、鏡などで集めたり反射させたりできることについ

て学習している。 

本単元で働かせる「理科の考え方」のうち、「比較する」は小学校第３学年、「関連付ける」

は小学校第４学年で重点的に育成する力である。具体的には、次の学習活動を通して習得して

きたと考えられる。 

第３学年：比較する 第４学年：関連付ける 

Ａ 物質・エネルギー 

・物の性質について、形や体積に着目して、

重さを比較しながら調べる活動 

・風とゴムの力の働きについて、力と物の動

く様子に着目して、それらを比較しながら

調べる活動 

・光と音の性質について、音を出したときの

震え方に着目して、光の強さや音の大きさ

を変えたときの違いを比較しながら調べ

る活動 

・磁石の性質について、磁石を身の回りの物

に近付けたときの様子に着目して、それら

を比較しながら調べる活動 

・電気の回路について、乾電池と豆電球など

のつなぎ方と乾電池につないだ物の様子

に着目して、電気を通すときと通さないと

Ａ 物質・エネルギー 

・空気と水の性質について、体積や圧
お

し返す

力の変化に着目して、それらと圧す力とを

関連付けて調べる活動 

・金属、水及び空気の性質について、体積や

状態の変化、熱の伝わり方に着目して、そ

れらと温度の変化とを関連付けて調べる

活動 

・電流の働きについて、電流の大きさや向き

と乾電池につないだ物の様子に着目して、

それらを関連付けて調べる活動 

Ｂ 生命・地球 

・人や他の動物について、骨と筋肉のつくり

と働きに着目して、それらを関連付けて調

べる活動 

・身近な動物や植物について、探したり育て
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きのつなぎ方を比較しながら調べる活動 

Ｂ 生命・地球 

・身の回りの生物について、探したり育てた

りする中で、それらの様子や周辺の環境、

成長の過程や体のつくりに着目して、それ

らを比較しながら調べる活動 

・太陽と地面の様子との関係について、日な

たと日陰の様子に着目して、それらを比較

しながら調べる活動 

たりする中で、動物の活動や植物の成長と

季節の変化に着目して、それらを関連付け

て調べる活動 

・雨水の行方と地面の様子について、流し方

やしみ込み方に着目して、それらと地面の

傾きや土の粒の大きさとを関連付けて調

べる活動 

・天気や自然界の水の様子について、気温や

水の行方に着目して、それらと天気や水の

状態変化とを関連付けて調べる活動 

・月や星の特徴について、位置の変化や時間

の経過に着目して、それらを関連付けて調

べる活動 

  

 イ これまでの学習経験 

・単元１の「生物の世界」の身近な生物の観察において、ルーペや双眼実体顕微鏡の扱い方や

スケッチの仕方といった技能を身に付ける学習経験がある。 

・単元２の「物質のすがた」の物質の水への溶解や状態変化の学習において、微視的に事物・

現象についてモデルを用いて捉える学習経験がある。 

・単元２の「物質のすがた」において、物質の性質や状態変化における規則性を見いだすとい

う学習経験がある。 

 

  ウ 生徒の認識 

      本単元に入る前にアンケートを取った結果を以下に示す。なお、円グラフの中の数字は人

数を表す。 

     質問１ あなたは、不思議な現象を見たとき、そのしくみを調べたいと思いますか。 

（結果を円グラフにまとめたものは、公開するにあたり削除しました。） 

      この結果から、（結果から考えられる生徒の実態は公開するにあたり削除しました。）。そ

こで、本時でも生徒にとって身近にある不思議な現象を取り上げる。また、１人に１～２個の

道具を用意し、積極的に調べられるようにする。 
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質問２ あなたは、不思議な現象のしくみを調べるとき、その方法を考えることにどれくら

い意欲を持っていますか。 

（結果を円グラフにまとめたものは、公開するにあたり削除しました。） 

      この結果から、（結果から考えられる生徒の実態は公開するにあたり削除しました。）。そこで、自ら探

究する姿を期待し、ルーペや双眼実体顕微鏡などの道具は予め提示しない。また、本時の

目標は問題を見いだして課題を設定すること（探究の過程の「課題把握」）にあるので、本

時のまとめの場面では、教師によるまとめにより探究の過程の「課題の解決」は行わない。 

質問３ 理科の授業で、班で授業をすることは、学習の助けになっていますか。 

（結果を円グラフにまとめたものは、公開するにあたり削除しました。） 

      この結果から、生徒は班での学習に慣れ、それを肯定的に捉えており、主体的・対話的で

深い学びの実現に効果的な形態として考え授業を実施する。 

   

エ 生徒に身に付いてきている能力 

・金属に共通する性質を調べる実験では、他の生徒の実験の様子を眺めるだけでなく、金属の

展性や電流が流れるかについて知的好奇心を持って進んで確かめようとする姿が見られた。

このことから、理科における資質・能力である、「主体的に自然事象に関わり、それらを科学

的に探究しようとする態度」の素地が身に付きつつあると考えられる。 

・他の生徒による単子葉類の葉脈の優れたスケッチと、自分自身のスケッチを比較することで、

平行脈という言葉にとらわれることなく、葉脈が葉の付け根から枝分かれせずに広がるもの

であることに気付き、さらに、スケッチをすることで、特徴をはっきり表すことができるよ

さにも気付く生徒も見られた。このことから、理科における資質・能力である、「抽出・整理

した情報について、それらの関係性（共通点や相違点など）を見いだす力」が身に付いてき

ている生徒もいると考えられる。 

・毎日の帰りの短学活において、３～４人の班を作り週間目標について振り返ったり、毎回の

理科の授業において、３～４人の班の隊形で知識の伝達、観察、実験を行ったりすることを

積み重ねてきた。そうしたことから、少人数のグループの中では、司会や記録の役割を引き

受けて他者のために自分の力を役立てようとする姿や、臆せずに発言する姿が多く見られる。

これは、立場や能力、特性といった違いを、排除する方向ではなく許容する方向に考えるこ
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とが心地の良いことであることを無意識的に理解した姿であると考えられる。つまり、柔ら

かで温かい関係を築く対人関係の能力が身に付いてきている。これは、対話的な学びの根本

を支えている力である。 

 

（２）教材について 

  ア 本教材の特徴 

・光の性質は「エネルギー」の柱の、特に「エネルギーの捉え方」に位置付いている。「エネル

ギー」を柱とする領域では、実験結果を数学的に取り扱うことが多い。一方、凸レンズによ

る像については、空間的な視点、つまり「地球」を柱とする領域で主として活用する「理科

の見方」を働かせる単元である。 

・光の反射や屈折では、入射角を変化させるにつれて変化する反射角や屈折角の幾何光学的な

規則性を見いだす際に、思考スキルである「比較する」や「関連付ける」といった「理科の

考え方」を働かせる単元である。 

理科の見方 理科の考え方（思考スキル） 

○「量的・関係的」な視点 

・「質的・実体的」な視点 

・「多様性と共通性」な視点 

◎「時間的・空間的」な視点 

◎比較する    ◎関連付ける 

・条件を制御する ・多面的にみる 

・推論する    ・分類する 

・順序立てる   ・構造化する 

・要素に分ける 

  

 イ 本教材が学習に適している理由 

    ・光は生徒にとって身近なものである。色の変化など生徒が魅力を感じるものでもある。 

・観察、実験の操作自体は比較的簡単で、実験結果が安定しているとともに、繰り返し実施す

ることも容易であるため、観察、実験に不慣れな生徒でも、何度でも現象に触れることがで

きる。 

・光を当てる境界面のつくりや光が進む物質の違いにより、実験の結果が明確に違ってくるた

め、身近な物理現象の中に問題を見いだしやすい。 

 

  ウ 補助教材について 

鏡面反射に対して、再帰反射をするコーナーキューブミラーが利用されている反射材を取り

上げる。 

 

（３）教授（指導）について 

  ア 本単元の大まかな流れ、単元における探究の過程の特徴 

本単元では、光が直進する性質から光の道筋を直線でモデル化させて表現できること、それ

を生かし反射や屈折、さらには凸レンズのはたらきについて実験の結果を整理し、光の性質に

ついて幾何学的な規則性を探究する単元である。 

     現行の学習指導要領解説 p.13 には、第１学年で主に重視する探究の学習過程は以下のとお

りである。 

自然の事物・現象に進んで関わり、その中から問題を見いだす 
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     この、「課題把握」において、光の性質の実験結果

はまさに一目瞭然で、目の前に見えている現象には

生徒が教師の誘導なくして疑問を持ちやすい単元、

つまり「自然事象に対する気付き」を促すのに適して

いる単元である。 

また、鏡面とコーナーキューブ面における反射の

違い、空気とガラス等の物質の違いに教師は適切な

言葉がけで注目を促すことができれば、生徒のモチ

ベーションを保ちながら、課題を設定、観察や実験を

実施し、課題の探究を進めていきやすい単元、つまり

生徒による「課題の設定」が期待できる単元である。 

つまり、教師が状況に応じてファシリテーション

を行うことができれば、生徒が意欲的に探究してい

こうとする課題を適切に把握し、生徒が検証したい

仮設を明確にすることで、確かめるための観察や実

験、モデル化まで、見通しをもって取り組むことがで

きる可能性のある単元である。 

 

  イ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた工夫点等 

現行の学習指導要領解説 p.８には、学習・指導の改善充実には、「主体的・対話的で深い学

び」の実現を掲げており、以下のように中教審答申を紹介している。 

自然の事物・現象について、「理科の見方・考え方」を働かせ、探究の過程を通して学ぶこ

とにより、資質・能力を獲得するとともに、「見方・考え方」も豊かで確かなものになると考

えられる。 

さらに、日常生活における科学的に探究する場面において、獲得した資質・能力の支えら

れた「見方・考え方」を働かせることによって「深い学び」につながっていくものと考えら

れる。 

工夫１ 再帰反射する身近な道具 

鏡面において、入射角と反射角は等しい。（図１）これは、光源には光が戻ってこない。一方、

自転車に取り付けられているようなコーナーキューブミラーに光を当てると、光源の方向に光

が戻ってくるような仕組みになっている。（図２） 

この現象を生徒に提示すること

により、「光の反射」の規則性とい

う知識に揺さぶりをかける。この

ことは、日常生活において科学的

に探究する場面に相当すると考え

られる。 

 

 

 

  図１ 鏡面反射     図２ 再帰反射 

（出典：８の（９）） 
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工夫２ ４人グループを基本とした協同的な学びの追求 

 理科の授業では、基本的にグループ学習の隊形をとっている。一方で、学習の主体はあくま

でも個人である。個人の学びが成立するのは、そこに考えや意見などの差異があるときである

と考える。班で話し合う場合、それは各個人の学習のすり合わせであり、それを実現させるた

めにも、どの生徒も対等な立場で参加する必要がある。よって、グループの中で考えや意見が

一致することは求めないように気を配っている。また、グループを代表する意見を発表させな

いようにしている。具体的には、この単元以前から継続して、個人の意見として発言されるよ

うに、個人に指名して発表させている。 

 男女混合の４人という人数は、どの生徒も“お客さん”にならずに、グループ活動に参加で 

きる適度な人数で、すべての生徒が対等に聞き合い学び合うのに適している。同性のグループ

では、おしゃべりはできても学び合いは生じにくい。男女混合にするのは、学び合いに向かう

ための適度な緊張感を生み、より多様な視点からの考えや意見が俎上に載るためで、そうする

ことでグループでの思考をより活性化させることができる。よって、この単元以前から継続し

て、男女混合の４人班と、普通教室の座席位置との兼ね合いから男女混合３人班を作っている。 

 グループ学習の際、教師としては話し合いや学び合いが起こりにくいグループに対してケア

を行うように意識している。教師に質問してくる生徒がいれば、それに耳を傾けつつも、グル

ープ内の他の生徒の意見を引き出すように、グループ内の生徒と生徒を繋ぐ働きかけをしてい

る。ただ、この点について未熟な部分があり、机間指導をしながら、考えるきっかけになる記

述を全体に聞こえるように拾い読みして、ケアを補っている部分もある。 

      

  ウ 研究主題との関わり 

  （ア）小中合同テーマ 主体的に問題を解決できる資質・能力を育む理科学習 

     授業研究と校内研修が形式主義に陥っている学校のほとんどで、学びの「主体性」を研究テ

ーマに掲げているという指摘がある。理科の学びとは、教材を通して自然の事物・現象に出会

い五感を働かせて感じる何かを得ること、他の生徒や教師と感じ方や意味の与え方の違いを照

らし合わせること、生徒が意味を与える言葉を研ぎ澄まし紡ぎだすこと、それらを通して自然

の事物・現象を捉えることだと考える。 

よって、生徒の具体的な姿を根拠として次の視点で明らかにすることができれば、小中合同

テーマに関する事例的研究の一つとなるだろう。 

①自然の現象や他者、自分自身と出会う経験がどの場面で成立し、どの場面で途切れたか 

②得られた知識を基に、次の課題を発見しているか 

 

（イ）理科の観察・実験を通して、見通しを持ち、科学的に探求しようとする生徒の育成 

   「見通し」とは、探究の過程全体あるいはそれぞれの学習過程で行うものである。 

よって、グループ学習の中などで生徒の行動や発言から次の視点で明らかにすることができ

れば、本校の研究主題に関する事例的研究の一つとなるだろう。 

①「課題設定」において、現象を比較することにより、何に注目してどのような観察・実験を

行おうとしているか 

②「仮説の設定」において、現象を「比較」したことにより、どのような結果の違いが期待さ

れるか 
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③生徒が「空間的な視点」などの理科の見方、「比較する」や「関連付ける」といった理科の考

え方を働かせる場面がどのような状況でどのように展開されていたか 

④獲得した「理科の見方・考え方」を、次の学習の解決の場面で働かせているか 

⑤探究の一つのスタイルとして、モデル化する様子が見られたか 

⑥教師が行うファシリテーションが状況に応じて効果的に展開されたか 

 

４ 単元の目標 

  身近な物理現象についての観察、実験を通して、日常生活や社会と関連付けて光と音、力の働きの

規則性や関係性の基礎について理解させるとともに、光や音の性質、力の働きの初歩的な見方・考え

方を養う。 

 

５ 単元の評価基準（３観点） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 身近な物理現象を日常生活

や社会と関連付けながら、光と

音、力の働きを理解していると

ともに、それらの観察、実験な

どに関する技能を身に付けて

いる。 

 身近な物理現象について、問

題を見いだし見通しをもって

観察、実験などを行い、光の反

射や屈折、凸レンズの働き、音

の性質、力の働きの規則性や関

係性を見いだして表現してい

る。 

 身近な物理現象に関する事

物・現象に進んで関わり、見通

しをもったり振り返ったりす

るなど、科学的に探究しようと

している。 

 

６ 単元の指導計画 

章 内容 時数  節 内容 時数  

１ 光の性質 ９  １ 光の進み方とものの見え方 １  

２ 音の性質 ４  ２ 光の反射 ２ 本時２／２時 

３ 力のはたらき ７ ３ 光の屈折 ２  

   ４ 凸レンズのはたらき ３  

   ５ 光と色 １  

   

指導と評価の計画（光の性質：９時間） 

時間 ねらい・学習活動 重点 記録 備考 

１ 

・入浴剤を入れた水や線香の煙を用

いて、光の道筋を観察し、「光の進

み方」と「光の作図のしかた」や

「ものの見え方」を理解する。 

知  

・「光の進み方」を理解し、光を直線

で作図している。 

２ 

・光を鏡に当てる実験を通して光の

道筋を記録し、入射角と反射角には

規則性があることを見いだす。 

・物体を鏡に映し、その像と物体と

の位置関係を調べる。 

 

思 

 

知 

 

○ 

・「反射の法則」を見いだしている。 

[記述分析] 

 

・「ものの見え方」と「反射の法則」

を活用し、鏡による像の位置や光
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の進む道筋について正しく作図

している。 

３ 

・「自転車のホイールリフレクター

に光を当てる」という取組の過程

で、「反射の法則」に着目し問題を

見いだして課題を設定する。 

態 ○ 

・「反射の法則」に着目し、問題を見

いだしている。 

 [記述分析] 

４ 

・光が直方ガラスに入るときや出る

ときの光の進み方を調べる。 

・光が屈折することによって、どの

ように進むかを作図し、屈折の規

則性を見いだす。 

思  

・屈折の実験の結果を表で適切に

まとめ、屈折するときの規則性を

見いだして表現している。 

５ 

・反射や屈折の知識を活用して、台

形ガラスを通して鉛筆の見え方

がどのように変化するかを調べ

る。 

思 ○ 

・光の進み方とものの見え方の関

係を見いだして表現している。 

[記述分析] 

６ 

・凸レンズによる様々な現象を観察

する過程で、光の進み方に着目

し、問題を見いだして課題を設定

する。 

態 ○ 

・光の進み方に着目し、問題を見い

だして課題を設定している。 

[記述分析] 

７ 

・光源の位置を変えたときの凸レン

ズによる像のでき方を調べ、表に

まとめ、考察する。 

思  

・凸レンズによる像のでき方の実

験結果から規則性を見いだして

表現している。 

８ 

・凸レンズを通る光の道筋を作図す

ることで、物体と凸レンズの距離

による像の大きさや向きの変化

を理解する。 

知 ○ 

・凸レンズにおける物体の位置と

像の位置や大きさとの関係につ

いて理解している。 

[ペーパーテスト] 

９ 
・プリズムを用いて、白色光が様々 

な色に分かれることを知る。 
知  

・白色光が様々な色に分かれるこ

とを理解している。 

 

７ 本時の展開 

（１）題材名 「光の反射の法則」 

（２）本時の目標 

   「自転車のホイールリフレクターに光を当てる」という取組の過程で、「反射の法則」に着目し問

題を見いだして課題を設定している。           〔主体的に学習に取り組む態度〕 
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（３）本時の展開 

 学習内容 生徒の活動 ●評価 ・留意点 

導入 

１０分 

１ 既習事項の確認 

 【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・黒板に固定した鏡に 45°程度で光を当てた

とき、反射した光がどこに進んでくるかを

考え、その位置に生徒は移動し、光を鏡に当

てたときの反射光の進み方を確認する。 

＜予想される生徒の反応＞ 

・「まぶしい。」 

・「反射する。」 

・「入射角と反射角が等しい。」 

 

 

 

 

 

 

・ワークシートに確認事項を作図する。 

 

 

 

 

 

・「まぶしい。」、「反

射する。」という発

言をする生徒に対

しては、鏡の面に

対してどの位置に

いるとまぶしかっ

たかを問いかけ、

反射の法則を思い

出させる。 

 

２ 実験の予想 

 【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

・鏡のかわりとして黒板に自転車のホイール

リフレクターを並べ、45°程度で光を当て

たとき、反射した光がどこに進んでくるか

を予想し、その位置に生徒は移動する。 

＜予想される生徒の反応＞ 

・鏡に光を当てたときに反射光が進む位置（直

線上）に並ぶ。 

・反射材はどこから見ても光がはね返ってく

ると思うから教室全体に散らばる。 

・光の反射の法則が

成り立つとする

と、反射した光が

どこに進んでくる

かを考えさせる。 

 

 

 

 

３ 実験 

 【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実際に光が進む位置（光源とホイールリフレ

クターを結ぶ直線上）に移動し、光が光源の

方に戻ってきてまぶしいことを確認する。 

＜予想される生徒の反応＞ 

・光源に視線を合わせてホイールリフレクタ

ーを見ると、すごくまぶしい。 

 

 

 

 

・ワークシートに作図する。 

・物体を他のあらゆ

る方向から見た場

合の乱反射に比べ

て、生徒の移動先

では明るさが明ら

かに違うことか

ら、光が光源の方

に戻るように反射

していることに気

付かせる。 

課題：ホイールリフレクターで反射の法則が成り立つことを確かめよう。 



10 

展開 

３０分 

４ 観察① 

 【グループ】 

観察①：班ごとに自転車のホイールリフレク

ターに光を当てて、実験結果を確認する。 

＜予想される生徒の反応＞ 

・「光源装置で光を当てるとキラキラしていて

きれい。」 

・様々な角度から光を当てて光の反射を確か

めている。 

・「光源装置に顔を近づけてホイールリフレク

ターに光を当てると、光が返ってきてまぶ

しい。」 

・鏡とホイールリフレクターでは表面のつく

りが違う。 

・ホイールリフレクターの表面に凹凸がある。 

・班に鏡を人数分、

ホイールリフレク

ターを２枚、光源

装置を２個ずつ配

布する。 

 

 

 

 

 

 

 

・表面の凹凸に注目

している生徒がい

ない場合は、光が

反射する面に注目

させて、つくりの

ちがいを見つける

ように促す。 

 ５ 説明を聞く。 

 【全体】 

・表面の凹凸に注目している生徒がいること

という説明を聞く。 

 

 ６ 観察② 

 【グループ】 

観察②：自転車のホイールリフレクターの表

面に凹凸があることを観察する。 

＜予想される生徒の反応＞ 

・表面が凸凹している。 

・凸凹が規則正しい並び方をしている。 

・凸凹にはつるつるの面が並んでいる。 

・光源装置で光を当てたとき、まぶしく光る面

とそうではない面とがある。 

 

 ７ 観察③ 

 【グループ】 

・分解したリフレクターを受け取り、観察②を

進める。 

＜予想される生徒の反応＞ 

・鏡とは表面の触り心地がちがって、ギザギザ

していて痛い。 

・規則正しい形で心地よい。 

・虹色に光っている。 

・尖っているところと窪んでいるところがある。 

・表から見ると星みたい。 

・表から見ると六角形がたくさんある。 

・表から見ると黒く見えるところと、透明なと

 

 

 

・裏側の触り心地や

裏側から見た形状

に注目している生

徒には、光がどこ

から来るのかを確

認し、表側にみら

れる特徴を観察す

るよう促す。 
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ころがある。 

・表から見えるとき、角度を変えると四角形が

たくさん見える。 

・横から見えると、表に向かってピラミッドが

たくさん並んでいる。 

・裏から見ると四角形がたくさんある。 

・裏から見るとさいころのような立方体が並

んでいる。 

・キラキラと光っている面がたくさん並んで

いる。 

・暗く見えるところと明るく見えるところが

ある。 

 ８ モデル化、実験 

 【グループ】 

・３～４枚の鏡を組み合わせて凹凸を再現し、

光を当ててその光の道筋から反射の法則が

成り立つか考える。 

（例）組み合わせた鏡に光を当てて、光の進む

道筋を観察する。 

（例）鏡１枚１枚で、反射の法則が成り立つ

か、入射角と反射角を測定して調べる。 

・光源装置から出た

光がたどる光の道

筋を、指でたどる

よう促し、入射角

と反射角の場所を

確認させる。 

まとめ 

１０分 

９ 結果と考察 

 【グループ】 

・観察、実験をしながら、気付いたことやわか

ったこと、わからないことをプリントに記

入する。 

＜予想される生徒の反応＞ 

・光は反射しているが、もとと同じところには

返ってきていない。 

・光は反射しているが、光源から出た光の直線

とはずれたところに反射した光の道筋がで

きてしまった。 

・鏡１枚ずつに注目すると、入射角＝反射角の

きまりが成り立っている。 

・入射光と反射光は一致しないが、組み合わせ

た鏡の右のほうから当てた光は、右のほう

に返っている。 

・光源と同じ方向に光が戻っているけど、それ

ぞれの面では反射角＝入射角のきまりがな

りたっており、ホイールリフレクターでも

反射の法則が成り立っている。 

●「自転車のホイー

ルリフレクターに

光を当てる」とい

う取組の過程で、

「反射の法則」に

着目し問題を見い

だして課題を設定

している。（記述分

析） 
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（４）評価 

記述分析 Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 

「自転車のホイールリ

フレクターに光を当て

る」という取組の過程

で、「反射の法則」に着

目し問題を見いだして

課題を設定している。 

「反射の法則」に着目

し、問題を見いだし、光

を当てる表面のつくり

を比較しながら、それ

らを光の進み方と関連

付けて見通しをもって

探究しようとしてい

る。 

（例） 

・鏡と違いホイールリ

フレクターの表面は

一見凸凹している

が、その一つ一つは

規則的な形をしてお

り、凸凹を鏡の組み

合わせで再現し、光

がどのように進むの

かを調べようとして

いる。 

「反射の法則」に着目

し、問題を見いだして

いる。 

（例） 

・光源装置に顔を近づ

けると、ホイールリ

フレクターで反射し

た光が返ってきてま

ぶしく、入射角と同

じ方向に反射角がで

きてしまっていて不

思議だ。 

「反射の法則」がわか

らない。 

（例） 

・光源装置から光を当

てるとキラキラして

いてきれいだなあ。 

 

【支援】 

・鏡に光を当てる実験

の結果をグループで

確認させる。 

・鏡とリフレクターの

実験の結果を比較さ

せる。 
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８ ワークシート 

授業ノート            １ 年  組   番  班 氏名             

  

   月   日（   ）天気    気温     

 

鏡の場合                  反射材の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察や実験から「発見したこと」、「やってみたこと」、「わかったこと」、「わからないこと」を、 

スケッチや図、言葉で書いていきましょう。 

 

鏡 ↓ 

反射する点 

↙ 反射材 ↓ 

反射する点 

↙ 
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９ 座席表 

   黒板    

        

Blさん Gkさん  Bfさん Geさん  Bbさん Gaさん 

 Bkさん  Gfさん Beさん  Gbさん Baさん 

        

Bnさん Gmさん  Bhさん Ggさん  Bdさん Gcさん 

Gnさん Bmさん  Ghさん Bgさん  Gdさん Bcさん 

        

Goさん Bpさん  Giさん Bjさん    

Boさん    Gjさん    
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